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nagajis
図の肝要な部分をトレースして再現してみた。個々の図のなかでの寸法比はかなり正確に再現しているつもりだが、実寸との比や図同士の比は適当である。
　

nagajis
エレベーター室と取付隧道の基礎は杭基礎になっている。この高さまで地表を掘り下げ、多数の杭を打ち込んで支持台とするもの。

nagajis
　将来の取付道路。スロープ化は最初の設計から念頭に置かれていた。

nagajis
「O.P」はOsaka Peilの略。 大阪湾の平均海面高のこと。

nagajis
満潮時水位

nagajis
沈埋管の受け口のみ潜函工で構築する設計。潜函工は掘削量に比例して工費が高くなるものだから、掘削量を少なくするねらいがあったのかも知れない

nagajis
沈埋管の支承。沈埋管を敷設したあと周囲をコンクリートで埋め戻すので、一般の橋の支承のように動いたりはしない

nagajis
1:3:6や1:4.:8はセメント・砂・砂利の重量比を示す。この割合によって出来上がるコンクリートの性質も変わる。

nagajis
取付隧道（左側）とエレベーター建屋（右側）はこの図のように網が描き分けられていた。別のものとして構築することを意味していると思われる。

nagajis
沈埋管と潜函工の継手部分。同図には継手の設計図もある（後出）

nagajis
この破線は工事の際に川を締め切る仮締切工の位置を示している
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nagajis
エレベーター建屋が潜函基礎となり、潜函受け口の潜函工との間に取付隧道（エレベーター前待避部）が乗っかる形になっている。またエレベーター建屋の川側に護岸工が加わっている
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nagajis
図は「工事画報」第12巻8号」掲載のものをトレースした。標題も画報のものにしている。左が南側建屋、右が北建屋で、工事は南側から始められた。潜函の深さが違うのは地質の都合によるものである
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nagajis
参考画像。『参考書綴』にある隧道工事を紹介する記事に、沈埋管継手の図が載っている。前掲図よりもさらに簡略化され、外周の金具と水止鉄板が接する所にだけゴムを挟むことになっている。この資料はS11.9.27.の日付が書き込まれているので、その頃にはこの方式に固まっていたのだろう
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nagajis
円形スロープ建屋図［4297/8687 ］をトレース。取付道路はエレベーターの周囲を螺旋状に取り巻いている。螺旋を二重にし、内側を上り線、外側を下り線とすることで互いに干渉しないループを描くことができる（施工は大変だろうが⋯）。人載エレベーターと階段の配置も面白い。歩行者は隧道中央の分離帯の辺りを通るのだろう。

nagajis
ループが何周で地表に達するか概算しようとしたところ、設計がおかしいことに気付いた。
上り線半径17.375mなので一周は約109m。「1/30」をパーセント勾配とすると一周で3.3mほどしか上らないのでループ部の車道の高さが3mほどになってしまう。分勾配と考えると一周で33mも登ってしまう（隧道部と地表との高低差は12.2m）。もしこの設計を実地にあてはめようとするなら、勾配の設定や地表入り口の配置をかなりシビアに考えなければならなかったようだ。上半分が描かれていないのもそのせいかも知れない。
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nagajis
安治川橋梁図［4297/8620］（上）と［4297/8639］（部分・下）をトレース。九条側登り口（右側）は九条新道の脇に添える形で、安治川市岡線に入った所で折れ曲がるようになっている。
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